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1）わが国の慢性透析療法の要約
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1）慢性透析療法の現況

解説
　2016年末患者の原疾患の第一位は糖尿病性腎症、第二位は慢性糸球体腎炎、第三位は腎硬化症であり、
それぞれ38.8％、28.8％、9.9％であった。原疾患不明は9.8％であった。男性では糖尿病性腎症が42.5％、
慢性糸球体腎炎が26.9％であるのに対して、女性ではそれぞれ32.0%、32.2%と、男女間で原疾患の割合に
差を認めた。全体では男性患者数が多いのにもかかわらず、慢性腎盂腎炎、SLE腎炎、アミロイド腎では、
女性患者数が男性患者数を上まわっていた。

（10）年末患者の原疾患と性別（図表10）

原疾患 男性 女性 合計 記載なし 総計
糖尿病性腎症

（％）
87,441
（42.5）

36,216
（32.0）

123,657
（38.8）

0 123,657
 

慢性糸球体腎炎
（％）

55,309
（26.9）

36,474
（32.2）

91,783
（28.8）

0 91,783

腎硬化症
（％）

21,085
（10.2）

10,565
（9.3）

31,650
（9.9）

0 31,650
 

多発性嚢胞腎
（％）

6,270
（3.0）

5,201
（4.6）

11,471
（3.6）

0 11,471

慢性腎盂腎炎
（％）

1,351
（0.7）

1,545
（1.4）

2,896
（0.9）

0 2,896

急速進行性糸球体腎炎
（％）

1,301
（0.6）

1,237
（1.1）

2,538
（0.8）

0 2,538

SLE腎炎
（％）

713
（0.3）

1,509
（1.3）

2,222
（0.7）

0 2,222

悪性高血圧
（％）

1,848
（0.9）

873
（0.8）

2,721
（0.9）

0 2,721

妊娠腎／妊娠中毒症
（％）

0
（0.0）

1,483
（1.3）

1,483
（0.5）

0 1,483

その他の分類不能の腎炎
（％）

869
（0.4）

585
（0.5）

1,454
（0.5）

0 1,454

アミロイド腎
（％）

181
（0.1）

257
（0.2）

438
（0.1）

0 438

痛風腎
（％）

923
（0.4）

133
（0.1）

1,056
（0.3）

0 1,056

先天性代謝異常による腎不全
（％）

170
（0.1）

111
（0.1）

281
（0.1）

0 281

原疾患 男性 女性 合計 記載なし 総計
腎・尿路結核

（％）
85

（0.0）
83

（0.1）
168

（0.1）
0 168

腎・尿路結石
（％）

381
（0.2）

197
（0.2）

578
（0.2）

0 578

腎・尿路腫瘍
（％）

742
（0.4）

217
（0.2）

959
（0.3）

0 959

閉塞性尿路障害
（％）

490
（0.2）

253
（0.2）

743
（0.2）

0 743

骨髄腫
（％）

192
（0.1）

131
（0.1）

323
（0.1）

0 323

腎形成不全
（％）

414
（0.2）

250
（0.2）

664
（0.2）

0 664

再導入
（％）

1,428
（0.7）

746
（0.7）

2,174
（0.7）

0 2,174

その他
（％）

5,220
（2.5）

3,218
（2.8）

8,438
（2.6）

0 8,438

不明
（％）

19,510
（9.5）

11,901
（10.5）

31,411
（9.8）

1 31,412

合計
（％）

205,923
（100.0）

113,185
（100.0）

319,108
（100.0）

1 319,109

記載なし 0 0 0 0 0 
総計 205,923 113,185 319,108 1 319,109

患者調査による集計


